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議会報告会
の開催について

内   容 （１）議会の活動状況（新年度予算、所管事務調査等の報告）

（２）意見交換　

（３）その他

※  対象地区以外の場所での参加も可能ですので、ご都合の良い日にご参加ください。

▲ ▲昨年の議会報告会の様子

【日程及び開催場所のご案内】

期　　日 時　　間

下後川内多目的集会施設

川平多目的研修集会施設

場　　　　所 対　象　地　区

４月２３日（月）

４月２３日（月）

４月２４日（火）

４月２４日（火） 午後

７時３０分

〜

午後

９時００分

４月２５日（水）

４月２５日（水）

４月２６日（木）

４月２６日（木）

４月２７日（金）

４月２７日（金）

４月２８日（土）

並木児童館

西広原活性化センター

花堂むらおこしセンター

ほほえみ館中研修室

ほほえみ館中研修室

祓川神楽殿

下広原構造改善センター

出口農業構造改善センター

北狭野神武ふるさと館

出口区・鹿児山区

川平区

並木・常盤台区

花堂区・小塚区

蒲牟田区・下麓区
　 

上麓区

下広原区

湯之元区・中平区・祓川区

上後川内区・下後川内区

北狭野区・南狭野区

西広原区・上広原区

及び これまで参加できなかった方

お知らせ
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３ 月
定例会
３ 月
定例会
３ 月
定例会

　平成３０年３月定例議会は、３月７日から３月２０日までの１４日間

の日程で開催されました。

　今議会には、同意（人事案件）２件、承認１件、補正予算７件、条例

改正１１件、その他１件そして、平成３０年度一般会計予算及び特別会

計予算５事業、企業会計予算３事業の計９件の予算が上程され、それぞ

れの常任委員会で審議が行われ原案通り同意、可決されました。

平成30年度一般会計予算

（単位：千円）

55億4,200万円

あらましあらまし

国営かんがい排水事業西諸地区負担金など
　平成３０年度一般会計当初予算の歳入歳

出予算の規模は、５５億４，２００万円で、

前年度比１億３，３００万円 (２．３％) の

減となっています。

　新規事業の主なものとして、保育所等整

備交付金事業、活かせ「生農地の水」園芸

作物支援事業、国営かんがい排水事業西諸

地区負担金、道路補修後谷温谷線、蒲牟田

橋などの橋梁補修工事、小中学校給食費補

助金、小学校施設整備事業、並木地区公民

館建設実施設計業務委託事業など６０事業

が計上されています。

国営かんがい排水事業（浜ノ瀬ダム）

歳 入
利子割交付金

500

地方譲与税
70,000

町税
740,122

地方交付税
2,110,000

町債
511,175

県支出金
452,420

国庫支出金
573,205

諸収入
129,576

繰越金
1

繰入金
450,902

寄附金
200,004

財産収入
11,671

配当割交付金
1,300

株式等譲渡割
所得割交付金

500
地方消費税交付金

150,000

自動車取得
税交付金
7,000

ゴルフ場利用税
交付金 2,200

地方特例交付金
2,000

交通安全対策
特別交付金
1,800

使用料及び手数料
53,412

分担金及び負担金
74,212

（単位：千円）

歳 出
議会費
75,118

総務費 1,116,818

民生費 1,715,895
衛生費
433,348
衛生費
433,348

公債費
599,870

労働費 1

土木費 422,410

教育費 461,047
災害復旧費 36

諸支出金 4
予備費 4,000 千円

消防費
63,574

農林水産業費
487,072

商工費
162,807

い  の  ち
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（１）「町民の誰もが住み続けながら、豊かさと幸せを実現できる町づくり」事業の着実

　　　な推進

　　

　　①　農林畜産業、商工業の振興と雇用の創出

　　　★集落営農法人化促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・  [５９万７千円]

　　　★生かせ「生農地の水」園芸作物支援事業・・・・・・・・・  [３４７万４千円]

　　　★たかはる園芸担い手応援サポート事業・・・・・・・・・・・・  [４５０万円]

　　　★中山間地域等直接支払交付金事業・・・・・・・・・・  [４，８６４万６千円]

　　　★農業次世代人材投資事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・［８２５万円］

         ★県営畑地帯総合整備事業（鹿児山１，２，３期地区）・・・  [２，２１２万円]

　　　★県営畑地帯総合整備事業（後川内１，２期地区）・・・・・  [３，３１８万円]

　　　★畜産振興関連事業（３事業）・・・・・・・・・・・・・・・・  [９９９万円]

　　　★ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・  [１億４，２００万円]

　　　★国営かんがい排水事業西諸地区負担金・・・・・・・・  [１億２，７３１万円]

　　②　観光振興による交流人口の増

　　　★ビュースポット看板設置事業・・・・・・・・・・・・・・・  [６７万２千円]

　　　★観光振興復興対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [１００万円]

　　　★農家民泊事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [１０１万円]

      ③　移住・定住の推進

　　　★地域おこし協力隊事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [８００万円]

　　　★空き家バンク事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [６９万８千円]

　　　★移住・定住支援金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・  [９６１万２千円]

　　　★定住促進住宅整備事業・・・・・・・・・・・・・・・  [１，１４６万９千円]

　　　★ふるさとワーキングホリデー事業・・・・・・・・・・・・・・・  [３５万円]

　　④子育て支援

　　　★小・中学校給食費補助・・  [１，３５９万３千円]

　　　★児童生徒国際交流事業・・・・・・  [３４０万円]

　　　★こども医療費助成事業・・  [１，３３２万９千円]

　　　★保育料等負担軽減事業・・・・ ・・ [６６０万円]

　　　★地域子育て支援拠点事業・・・  [３３３万８千円]

　　　★高原町教育資金融資事業・・・  [２，２５０万円]

（主な事業のみ掲載）平成30年度 一般会計当初予算の重要施策の概要
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      ⑤　高齢者支援

　　　★　高齢者の生きがいと健康づくり事業（茶飲み場）・・・・  [４３９万１千円]

　　　★　生きがい対応型デイサービス事業・・・・・・・・・・・  [４１３万６千円]

　　　★　老人クラブ活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・  [１２６万８千円]

　

　　⑥　地域交通の充実

　　　★地域交通機関運行維持対策事業

　　　　　　　　　   （乗合タクシー・廃止路線代替バス）・・・・  [１，１２５万円]

　　　★高原町地域公共交通会議（計画策定）・・・・・・・・・・  [４５５万９千円]

      ⑦　健康づくりと地域医療の充実

　　　★健康づくり推進活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・  [８８２万４千円]

　　　★健康増進事業（健康教育・健康診査・訪問指導）・・・  [１，４３５万５千円]

　　　★予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [２，４９９万９千円]

　　　★病院整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [１億３２８万６千円]

　

（２）行財政改革推進事業

　　①　収納対策事業

　　　★コンビニエンスストア収納業務事業・・・・・・・・・・・・  [６１万８千円]

　　　★収納率向上対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  [９７万７千円]

　　②　財政負担の縮減・合理化事業

　　　★公立保育所指定管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・  [８，５００万円]

　　　★町内小中学校用務員業務委託事業・・・・・・・・・・・・  [６３８万２千円]

　　　★学校給食調理業務委託事業・・・・・・・・・・・・・［３，６３０万８千円］

区　　　　分
平成30年度当初予算

（Ａ）
平成29年度当初予算

（Ｂ） 増　減　額
（Ａ）−（Ｂ）

比　　　　較
増減率
（％）

一　　　般　　　会　　　計

国    民    健    康    保    険

農  業  集  落  排  水  事  業

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

介 護 保 険 事 業
保   険   勘   定

サ ー ビ ス 勘 定

後  期  高  齢  者  医  療

病 　 院 　 事 　 業   会 　 計

水 　 道 　 事 　 業 　 会 　 計

工  業  用  水  道  事  業  会  計

総　　　　計

５，５４２，０００ △１３３，０００ △２．３

１，０００ △１００ △９．１

２６，０４０ △５１ △０．２

１，４４５，９６１ △２５４，４５７ △１５．０

１，２４８，２０７ △１４１，９３１ △１０．２

４，２４９ △２１２ △４．８

３１０，１６６ △２５，５６５ △７．６

３１７，５３０ ２２，７３８ ７．７

１，１２７，８１８

１０，０２５，０６７ １０，５１６，６５７ △４９１，５９０

４１，０１３ ３．８

△４．７

２，０９６

５，６７５，０００

１，１００

２６，０９１

１，７００，４１８

１，３９０，１３８

４，４６１

３３５，７３１

２９４，７９２

１，０８６，８０５

２，１２１ △２５ △１．２

特   

別   

会   

計

企
業
会
計

※企業会計については、収益的支出及び資本的支出の合計額

（千円）
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ここが聞きたい　　　問＆答

交
通
弱
者
に
優
し
い
町
を
！

一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

陣　　圭介議員

３
万
円
の
減
。
極
め
て
後
ろ
向

き
で
は
な
い
か
？

答　
減
っ
て
い
く
方
向
で
毎
年

の
財
政
運
営
を
図
っ
て
参
り
た

い
。

問　
30
年
度
予
算
で
は
、
議
会

で
答
弁
さ
れ
た
「
新
た
な
財
源

の
模
索
」
と
い
う
姿
勢
が
あ
ら

わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
？

答　
指
摘
の
と
お
り
見
え
に
く

い
部
分
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

補
助
金
等
も
決
定
し
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
。
町
の
財
産
の
処

分
は
徹
底
し
て
行
い
た
い
。

○
寄
附
金
徴
収
の
適
性
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を

問　
各
区
の
寄
附
金
徴
収
に
お

い
て
、
区
費
に
含
め
て
徴
収
す

る
形
態
は
、
態
様
に
よ
っ
て
は

違
法
性
を
帯
び
る
が
、
整
理
し

て
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
？

答　
判
決
も
含
め
て
区
長
会
を

通
じ
て
情
報
提
供
を
し
て
参
り

た
い
。

○
公
共
工
事
の
工
期
の
平
準
化
を

問　
入
札
時
期
、
契
約
時
期
及

び
工
事
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
、

現
状
は
？

答　

 

平
成
28
年
度
実
績
で
、
発

注
実
績
が
上
半
期
54
・
５
％
、

下
半
期
45
・
５
％
で
あ
り
、
あ

る
程
度
均
等
な
発
注
が
で
き
て

い
る
。

問　
ゼ
ロ
地
方
債
の
活
用
は
工

期
の
平
準
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
確
信
す
る
が
、
考
え
は
？

答　
事
業
課
の
意
見
も
踏
ま
え

た
上
で
、
今
後
検
討
す
べ
き
。

早
期
発
注
は
、
受
注
者
側
に
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
全

体
的
に
検
討
す
べ
き
。

○
予
防
接
種
事
業
の
推
進
を

問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性

接
種
は
、
２
次
的
に
パ
ー
ト
ナ

ー
を
ウ
イ
ル
ス
へ
の
曝
露
か
ら

守
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
助
成

制
度
を
設
け
て
は
？

答　
現
在
、
男
性
に
対
す
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
健
康
被
害
救
済
制
度
の
救

済
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
慎
重
に

事
業
に
取
り
組
む
。

問　
任
意
予
防
接
種
の
全
額
助

成
へ
向
け
た
医
師
会
と
の
協
議

の
進
捗
は
？

答　
既
に
西
諸
医
師
会
と
も
協

議
し
、
ご
理
解
を
頂
き
、
ご
協

力
を
頂
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
指
摘
事
項
が
あ
る
。
今

後
調
整
し
て
い
く
。

○
地
域
公
共
交
通
の
空
白
地
帯

解
消
を

問　
交
通
弱
者
に
対
す
る
当
局

の
基
本
的
な
考
え
方
は
？

答　
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
路
線
バ

ス
の
運
行
経
路
地
域
内
外
に
、

買
い
物
や
通
院
な
ど
の
移
動
が

困
難
な
高
齢
者
等
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
状
況
は
伺
っ
て
い
る
。
平

成
30
年
度
に
計
画
策
定
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
も

の
を
目
指
す
。

問　
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ

い
て
、
予
算
を
通
常
の
タ
ク
シ

ー
利
用
に
対
す
る
助
成
事
業
に

振
り
替
え
る
と
い
う
提
案
に
対

す
る
考
え
方
は
？

答　
助
成
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
情
報
収
集
に
努
め
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
や
路
線
バ
ス
運
行
事

業
者
と
も
十
分
に
協
議
し
、
利

用
者
等
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
、
ま
た
、
財
政
的
な
問

題
も
整
理
し
た
上
で
、
判
断
し

て
参
り
た
い
。

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の

執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ

と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

交
通
弱
者
に
優
し
い
町
を
！

○
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た

り
公
約
を
踏
ま
え
、
総
体
的
に

ど
の
よ
う
な
点
に
重
点
を
お
い

た
か
？

答　
学
校
給
食
の
半
額
助
成
事

業
な
ど
、
数
項
目
に
わ
た
り
提

案
し
て
い
る
。

問　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
を
見

直
し
た
か
？

答　
退
職
者
不
補
充
と
い
う
体

制
を
と
っ
た
。

問　
町
債
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
度
末
見
込
残
高
53
億
５
，
９

８
４
万
６
千
円
に
対
し
、
平
成

30
年
度
中
の
変
動
は
５
，
２
７

▲乗合タクシー
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ここが聞きたい　　　問＆答

中村　　昇議員

建
設
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
（
民
間
資

金
活
用
）
で
建
設
す
る
と
し
て

い
た
が
。

答　
住
宅
建
設
の
比
較
検
討
を

行
っ
て
き
た
が
、
結
果
的
に
直

営
方
式
に
決
定
し
た
。
宅
地
造

成
工
事
に
国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
建
設
に

補
助
金
活
用
が
困
難
と
な
り
、

地
方
債
で
建
設
す
る
予
定
。

○
教
育
行
政
に
つ
い
て

１　

運
動
部
活
動
に
つ
い
て

問　
文
科
省
は
昨
年
、
中
学
校

の
部
活
に
つ
い
て
休
養
日
を
適

切
に
設
定
す
る
こ
と
を
求
め
る

通
知
を
出
し
た
。
本
町
で
の
運

動
部
活
の
実
態
と
通
知
を
受
け

て
の
対
応
は
。

答　
町
内
で
は
高
原
中
10
、
後

川
内
中
２
の
運
動
部
が
あ
り
、

休
養
日
は
平
日
週
１
日
、
土
・

○
町
営
住
宅
に
つ
い
て

１　

保
証
人
に
つ
い
て

問　
ど
う
し
て
も
保
証
人
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
、
国
は
免
除

規
定
を
設
け
る
よ
う
平
成
14
年

３
月
に
通
知
を
出
し
て
い
る
。

佐
賀
市
で
は
、
保
証
人
が
見
つ

か
ら
な
く
て
入
居
で
き
な
か
っ

た
ケ
ー
ス
や
国
の
通
知
を
受
け

て
、
保
証
人
の
免
除
要
綱
を
定

め
て
い
る
。
本
町
で
も
行
っ
た

ら
ど
う
か
。

答　
本
町
で
は
２
人
の
保
証
人

と
し
て
い
る
が
、
入
居
辞
退
と

な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
。

２　

定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

問　
広
原
地
区
の
８
戸
の
住
宅

免
除
規
定
設
け
て
、
社
会
的
弱
者
に
配
慮
を
！

免
除
規
定
設
け
て
、
社
会
的
弱
者
に
配
慮
を
！

日
は
月
２
日
と
し
て
、
１
日
の

活
動
時
間
も
規
定
し
て
お
り
、

過
度
な
運
動
の
実
態
は
な
い
。

文
科
省
の
通
知
を
受
け
て
、
町

内
の
先
生
方
の
意
見
を
聞
き
、

町
の
方
針
を
決
定
し
た
。
休
養

日
は
平
日
週
１
日
以
上
、
土
・

日
は
月
２
日
以
上
、
時
間
は
平

日
２
〜
３
時
間
以
内
、
土
・
日

は
３
〜
４
時
間
以
内
と
し
て
適

正
な
部
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

２　

就
学
援
助
に
つ
い
て

問　
文
科
省
は
昨
年
３
月
31
日

に
入
学
準
備
金
の
支
給
は
入
学

前
も
可
能
だ
と
す
る
通
知
を
出

し
た
。
全
国
で
は
小
学
校
で
４

割
、
中
学
校
で
５
割
で
実
施
、

実
施
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
で
も
子
育
て
世
代
の
出
費
が

か
さ
む
時
期
に
配
慮
し
た
入
学

前
支
給
の
実
施
を
。

答　
平
成
31
年
度
入
学
者
の
入

学
前
支
給
を
行
え
る
よ
う
に
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

３　

給
食
費
補
助
に
つ
い
て

問　
全
国
で
83
市
町
村
、
県
内

で
諸
塚
村
が
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
行
っ
て
い
る
。
子
育
て

支
援
と
し
て
の
給
食
費
補
助
を
、

公
約
の
実
現
を
。

答　
来
年
度
よ
り
小
中
学
校
給

食
費
半
額
補
助
を
実
施
す
る
。

４　
自
治
公
民
館
建
設
に
つ
い
て

問　
並
木
区
で
は
公
民
館
建
設

に
向
け
て
、
区
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
負

担
金
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
の
建
設
に
向
け
て
の
対
応
は
。

答　
来
年
度
の
予
算
に
並
木
公

民
館
実
施
設
計
費
用
を
計
上
し

て
お
り
、
平
成
31
年
度
に
建
設

の
方
向
で
あ
る
。

○
西
諸
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
に
つ
い
て

問　
昨
年
12
月
19
日
に
西
諸
調

整
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

会
議
の
内
容
は
。

答　
公
立
病
院
そ
れ
ぞ
れ
の
新

改
革
プ
ラ
ン
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
ま
た
、

ほ
ほ
え
み
館
長
が
病
床
の
削
減

を
心
配
す
る
声
が
あ
る
旨
を
伝

え
た
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

事
務
・
事
業
評
価
制
度
の
導
入
を
！

益本　一博議員

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
有

効
活
用
す
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

○
財
政
再
建
を
ど
う
す
る
!!

問　
歳
入
の
減
少
、
扶
助
費
等

の
増
加
で
自
由
な
財
源
は
減
少
。

ど
う
立
て
直
し
、
町
を
再
生
す

る
の
か
。

答　
次
世
代
に
負
担
を
先
送
り

し
な
い
と
い
う
理
念
の
も
と
、

「
町
民
の
誰
も
が
住
み
続
け
な

が
ら
、
豊
か
さ
と
幸
せ
を
実
感

で
き
る
町
づ
く
り
」
実
現
を
目

指
す
。
費
用
対
策
効
果
の
検
証
、

事
務
事
業
の
見
直
し
で
歳
出
抑

制
を
図
り
、
所
得
向
上
に
よ
る

税
収
の
確
保
に
努
め
る
。

問　
約
53
億
円
あ
る
地
方
債
の

現
状
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　
公
共
施
設
等
の
維
持
・
補

修
に
は
地
方
債
の
活
用
も
必
要
。

事
務
・
事
業
評
価
制
度
の
導
入
を
！

○
事
務
・
事
業
評
価
制
度
の
導

入
を

問　
住
民
の
要
望
を
的
確
に
掬

い
取
り
、
施
策
を
打
ち
出
し
て

い
く
点
検
・
評
価
が
必
要
だ
。

少
な
い
財
源
を
有
効
に
使
い
、

質
の
高
い
政
策
を
実
施
す
る
た

め
に
事
務
・
事
業
の
評
価
制
度

の
導
入
を
。

答　
予
算
編
成
に
お
い
て
、
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
目

的
・
効
果
等
に
つ
い
て
分
析
、

再
検
討
を
加
え
、
予
算
化
し
て

い
る
。
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、

行
政
セ
ー
ビ
ス
の
現
状
分
析
を

行
い
、
行
政
課
題
の
発
見
、
行

政
運
営
の
改
善
・
改
革
を
行
い
、

有
効
な
活
用
を
図
る
。

問　
投
資
的
経
費
が
少
な
い
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
管
理
・

補
修
の
た
め
に
、
将
来
極
め
て

大
き
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。

答　
道
路
・
橋
梁
、
公
共
建
物

等
の
多
く
が
更
新
期
に
き
て
い

る
。
年
次
的
に
実
施
し
て
い
く
。

○
国
・
県
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
対
応
は
？

問　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
ど
う
臨
む
の
か
。

答　
県
は
、
み
や
ざ
き
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

連
携
会
議
を
設
立
。
国
は
、
参

加
国
・
地
域
と
の
相
互
交
流
を

図
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
を
推
進
し

て
い
る
。

問　
２
０
２
６
年
宮
崎
国
民
体

育
大
会
に
つ
い
て
は
？

答　
県
は
準
備
室
を
設
置
し
、

準
備
委
員
会
設
立
総
会
及
び
第

１
回
総
会
を
開
催
。
県
及
び
関

係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
参
り
た
い
。

問　
２
０
２
０
年
、
「
国
民
文

化
祭
・
み
や
ざ
き
２
０
２
０
」

と
「
障
害
者
芸
術
・
文
化
み
や

ざ
き
大
会
」
に
つ
い
て
は
？

答　
国
民
文
化
祭
・
全
国
障
害

者
芸
術
文
化
祭
の
開
催
に
は
、

住
民
の
文
化
意
識
の
高
揚
、
地

域
の
知
名
度
の
向
上
、
集
客
・

経
済
活
性
化
な
ど
多
く
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
本
町
の
文
化

振
興
や
伝
統
芸
能
普
及
啓
発
に

寄
与
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

準
備
委
員
会
設
置
や
具
体
的
取

組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（高原町出身）
高原町史より
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ここが聞きたい　　　問＆答

温谷　文雄議員

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
現
在
、
高
原
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
お
返
し
は
３
割

と
な
っ
て
い
る
が
、
魅
力
が
な

く
納
税
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
昨
年
の
予
算
は
３
億
円
、

今
年
の
予
算
は
２
億
円
こ
の
ま

ま
推
移
す
る
と
２
千
万
円
も
集

ま
ら
な
い
。
５
割
に
戻
さ
な
い

と
、
事
業
主
や
雇
用
に
も
影
響

が
出
る
。
５
割
に
戻
し
て
欲
し

い
。

答　
年
度
途
中
で
返
戻
品
＋
感

謝
品
贈
呈
を
複
数
回
実
施
し
目

標
額
に
達
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

お
返
し
を
５
割
に

ふ
る
さ
と
納
税
の

お
返
し
を
５
割
に

○
郡
と
大
字
の
廃
止
を

問　
郡
は
元
々
中
国
か
ら
由
来

し
、
明
治
に
な
っ
て
町
村
を
包

括
す
る
意
味
か
ら
郡
制
度
が
設

け
ら
れ
た
。
西
諸
県
郡
で
は
、

今
で
は
高
原
町
が
、
一
町
で
あ

り
包
括
の
意
味
を
な
さ
な
い
。

東
京
都
で
は
、
郡
が
付
か
な
い

町
村
も
あ
る
。
大
字
も
小
林
市

は
合
併
と
同
時
に
大
字
を
廃
止

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
郵

便
番
号
で
検
索
し
て
も
大
字
は

出
て
こ
な
い
。
大
字
が
付
く
こ

と
に
よ
り
ど
れ
が
正
確
な
住
所

か
わ
か
ら
な
く
な
る
恐
れ
も
あ

る
。
主
体
性
の
あ
る
高
原
町
の

為
に
郡
や
大
字
の
廃
止
を
。

答　
郡
は
、
明
治
11
年
郡
区
町

村
編
成
法
に
よ
り
、
同
23
年
に

郡
制
が
設
置
さ
れ
た
。
地
方
自

治
法
付
則
第
17
条
の
規
定
に
よ

り
西
諸
県
郡
を
廃
止
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
大
字
は
、
地
方

自
治
法
第
２
６
０
条
の
規
定
に

よ
り
、
市
町
村
の
区
域
内
の
字

を
廃
止
す
る
と
き
は
、
様
々
な

手
続
き
を
得
た
う
え
で
議
決
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
町
民
の
意

見
を
聞
く
。

問　
広
原
住
宅
建
設
は
、
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
。
当
初
の
計

画
通
り
で
あ
れ
ば
、
新
婚
家
庭

に
は
、
と
っ
く
に
赤
ち
ゃ
ん
が

い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
早
急

な
建
設
を
。

答　
平
成
30
年
度
は
、
道
路
舗

装
と
上
下
水
道
工
事
予
算
を
計

上
し
た
。
設
計
予
算
を
補
正
予

算
で
計
上
し
、

そ
の
後
の
建
築

予
算
は
財
源
確

保
を
図
り
早
急

に
建
築
し
た
い
。

▲広原住宅建設予定地
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活性化対策特別委員会の活動

○関係各課との意見交換

 日　時：平成３０年１月２４日（水）　

 場　所：高原町議会議員控室

 関係課：まちづくり推進課、高原病院、教育総務課、町民福祉課、ほほえみ館

　　各課との意見交換においては、第５次高原町総合計画をはじめとして、本町が制定している

　種々の計画、プランについて、健康づくりに関連する項目を各課から説明いただいた上で、そ

　れらの内容や目的、背景などを質疑いたしました。

　　今後、条例の策定作業においては、条例の内容について、関係各課からの意見を聞き取りを

　行いながら検討作業を進めることとしています。

○先進地調査

 日　時：平成３０年２月　７日（水）　

 場　所；川南町役場本館３階　第２会議室

　　川南町は、平成２９年３月に、議員提案の政策条例として、「川南町地域全体でとりくむ生

　き活き健康づくり条例」を制定しています。

　　条例の制定過程についての知見を深めるべく、議員全員で川南町議会に調査に伺いました。

　　今回、川南町議会には、特別のお取計いをいただき、ほとんどの議員の方々にご出席いただ

　きました。

　　そして、条例の制定過程や条例制定による効果等を説明いただいた上で、各条文の意味など、

　本町議会からの質疑にも丁寧にご対応いただきました。

　　また、川南町議会からは、「高原町の地域にあった独自性をもつ条例を制定して欲しい」と

　の御意見もいただきました。

　　なお、調査後は、参加いただいた川南町議員さんとともに、それぞれの自治体が持つ課題や

　話題などについて、意見交換、情報交換を行いました。

川南町での研修

　高原町議会活性化対策特別委員会では、平成３１年３月の制定を目指し、本町独自の

「健康づくり条例（仮称）」の策定に取り組んでいます。

　策定作業に先だち、本町の関係各課との意見交換を実施し、また、先進自治体である

川南町に調査に伺いました。
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平成30年　第１回定例会議議決結果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

同意第１号

同意第２号

教育委員会の教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 -同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -承認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧
陣   

圭
介

③
北
迫   

泉

⑥
反
田
吉
已

④
中
村   

昇

⑤
温
谷
文
雄

①
益
本
一
博

②
松
元
茂
春

⑨
清
水
公
雄

⑦
入
佐
廣
登

⑩
宮
司

人権擁護委員の候補者の推薦について

承認第１号

議案第１号

専決処分について（専決第１号）
平成29年度高原町一般会計補正予算（第７号）

平成29年度高原町一般会計補正予算（第８号）

議案第２号

議案第３号

平成29年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正
予算（第１号）

平成29年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第４号 平成29年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第６号 平成29年度高原町病院事業会計補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第７号 高原町国民健康保険条例等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第８号 高原町児童プール及び児童遊園の設置並びに管理運営に関
する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第９号 高原町母子・父子家庭医療費助成に関する条例及び高原町
寡婦医療費助成に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第10号 高原町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第11号 課設置条例等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第12号 病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第13号 高原町企業立地促進のための固定資産税の課税の特例に関
する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第14号 高原町介護保険条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第16号 町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第18号 工事請負契約の変更について

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● 欠 -可決議案第19号 平成30年度高原町一般会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第20号 平成30年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第21号 平成30年度高原町農業集落排水事業特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 -可決議案第22号 平成30年度高原町国民健康保険特別会計予算

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第23号 平成30年度高原町介護保険事業特別会計予算

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第24号 平成30年度高原町後期高齢者医療特別会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第25号 平成30年度高原町水道事業会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第26号 平成30年度高原町病院事業会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第27号 平成30年度高原町工業用水道事業会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第28号 平成29年度高原町一般会計補正予算（第９号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第17号 高原町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準に
関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -可決議案第15号 高原町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 -可決議案第５号 平成29年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
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茶飲み場 茶飲み場 

編
集
後
記

北
狭
野
地
区
茶
飲
み
場

西
広
原
地
区
茶
飲
み
場

シリーズ④

いつも大勢の参加でにぎわう
料理・茶菓子をつまみ　はずむ会話

　

茶
飲
み
場
は
毎
週
月
曜
日
の
10
時
よ
り
、
入
佐

睦
子
さ
ん
宅
で
開
か
れ
ま
す
。
３
月
26
日
は
上
平

や
福
原
か
ら
９
名
（
い
つ
も
は
12

〜

13
名
）
の
み

な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
一

人
ひ
と
り
ず
つ
血
圧
の
測
定
を
行
い
、
そ
れ
か
ら

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
百
歳
体
操
を
30
分
。
そ
し
て

睦
子
さ
ん
の
手
料
理
で
茶
飲
み
場
の
始
ま
り
で
す
。

睦
子
さ
ん
は
自
宅
で
開
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

公
民
館
に
は
テ
レ
ビ
や
レ
コ
ー
ダ
ー
も
な
く
利
用

で
き
な
い
と
。

　

最
高
齢
で
90
歳
の
女
性
の
方
は
体
操
を
始
め
て
、

杖
が
い
ら
な
く
な
っ
た
と
効
用
を
話
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
茶
飲
み
場
が
で
き
た
お
か
げ
で
上
平
と
福

原
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
人
暮
ら
し
の
方
も
多
く
、

毎
週
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

北
狭
野
地
区
の
茶
飲
み
場
は
、
平
成
25
年
４
月
に
開
設
さ

れ
今
年
の
４
月
で
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
当
初
は
毎
月

の
第
２
第
４
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
た
が
、
１
年
前
か
ら

第
２
第
４
の
水
曜
日
の
２
回
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

百
才
体
操
を
毎
月
の
水
曜
日
に
４
回
実
施
し
、
こ
の
中
の

２
回
は
体
操
の
後
に
茶
飲
み
場
を
開
か
れ
て
い
ま
す
。
参
加

者
は
平
均
し
て
12
人

〜

13
人
、
多
い
と
き
は
15
人

〜

16
人
に

な
り
ま
す
。

　

夫
婦
で
の
参
加
も
６
組
あ
り
、
男
性
の
参
加
も
多
い
と
き

で
７
人
を
越
え
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
お
互
い
の
健
康
を
気

遣
っ
た
り
、
昔
話
や
四
方
や
ま
話
に
花
が
咲
く
そ
う
で
す
。

80
才
を
過
ぎ
た
３
家
族
は
牛
飼
い
も
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

茶
飲
み
場
の
参
加
者
の
中
に
は
狭
野
小
学
校
の
朝
の
挨
拶
運

動
に
も
数
名
参
加
さ
れ
、
百
才
体
操
や
茶
飲
み
場
で
元
気
を

も
ら
っ
て
い
る
と
信
じ
て
お
ら
れ
茶
飲
み
場
で
和
気
藹
藹
楽

し
く
過
ご

す
こ
と
を

楽
し
み
に

さ
れ
て
い

ま
す
。
今

後
も
参
加

者
が
増
え

茶
飲
み
場

が
益
々
盛

り
上
が
る

こ
と
を
望

ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

◇
議
員
１
期
目
の
私
に
と
っ
て
は

３
回
目
の
予
算
会
議
が
終
わ
り
ま
し

た
。
１
年
目
、
２
年
目
と
比
べ
る
と
、

各
課
が
実
施
し
て
い
る
事
業
内
容
に

つ
い
て
の
理
解
も
だ
い
ぶ
習
熟
度
が

上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
◇
以
前
、
民
間
企
業
で
働
い
て

い
た
時
分
に
、
上
司
か
ら
言
わ
れ
た

一
言
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
﹁
会
議
に
出
席
し
て
一

言
も
発
言
し
な
い
の
は
、
会
議
に
出

席
し
て
い
な
い
の
と
同
じ
だ
。
﹂
と

い
う
言
葉
で
す
。
◇
議
員
と
し
て
発

言
す
る
こ
と
は
、
口
う
る
さ
い
と
思

わ
れ
る
面
が
あ
る
一
方
、
高
原
町
全

体
に
と
っ
て
の
前
進
を
生
み
出
す
き

っ
か
け
に
も
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
◇
平
成
30
年
度
は
、
現
構
成
の

議
会
も
実
質
的
に
最
終
年
度
で
す
。

４
年
間
、
議
会
が
高
原
町
全
体
の
た

め
に
何
を
実
現
で
き
た
か
を
町
民
の

方
々
が
考
え
る
１
年
で
も
あ
り
ま
す
。

４
月
23
日
か
ら
町
内
11
ヶ
所
で
開
催

さ
れ
る
議
会
報
告
会
に
、
是
非
ご
近

所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
足
を
お
運

び
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
の
生
の
声

を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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